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平成２７年度 堺市障害者自立支援協議会 第９回 障害当事者部会 

議事概要 

 

日時 平成２８年１月２７日（水） １４：００～１６：００ 

場所 堺市総合福祉会館 ５階 第２研修室 

出席者 

（敬称略） 
前田、白石、丸野、茅原、辻本、乕田、野崎、松本、三田 

欠席者 

（敬称略） 
川渕、梅田、谷口 

事務局 【堺市障害施策推進課】森、加唐、杉本 

事務局補助 【総合相談情報センター】黒木、上田、小出 

 

● フリートーク 

・区協議会の参加についてなど 

【部会長から】 

 ・１月２２日の自立支援協議会運営会議に、前回の当事者部会で意見があった「区協議

会の参加」について、お伝えしました。 

【事務局補助から】 

 ・自立支援協議会運営会議とは、自立支援協議会をどうやって進めていくかを話し合う

場です。三田会長、増田副会長、障害当事者部会長と副部会長、地域生活支援部会長

と副部会長、各区協議会代表（７区障害者基幹相談支援センター長）、事務局、事務局

補助が構成員です。 

 ・これまでの経緯をお話しします。北区協議会に対して、当事者部会の委員から「参加

したい」と伝えたところ、区協議会は１名ならば委員として参加が可能という返事で

した。そこで、北区在住の当事者部会委員で参加希望の方が複数いたので、区協議会

がどんなところか知るためにも、今年度はとりあえず交代ずつで傍聴参加することに

なりました。（その後、１２月の部会で、参加した委員から「専門用語が多く分かりづ

らかった」などの報告があった。） 

 ・区協議会への参加については、当事者部会でもう一度、議論した方が良いのではない

かということになりました。 

 

【部会長から】 

 ・区協議会への参加について、委員の意見を聞きたい。 

 

【委員から】 

 ・自分の区で何が話し合われているのか知りたい。 

 ・在住の区だけでなく、他の区へも行けるようになっても良いのではないか。 

 ・各区で当事者部会を作ったら良いのではないか。 

 ・部会として、要望を出せても決めるのは区協議会だと思う。 

 ・言った、言わないの議論をこの部会ですべきではない。 

 ・区協議会に参加しているが、テーマによっては分からないこともある。でも専門性を
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活かせる場面を作ってくれたこともあった。 

 

【事務局補助から】 

 ・区協議会によって、参画するメンバーも違うし、議論するテーマも内容も違う。テー

マによっては、一部のメンバーが置き去りになってしまうこともある。 

 ・当事者部会に対して、区協議会が、どんなことをしているかの説明が足りなかった。 

 

【委員から】 

 ・物理的に無理なのかな？話しが成り立たないと思われているのかな？当事者抜きで話

されているのかな？もちろん支援者のことも考えないといけないが…。 

 ・当事者と支援者との見方が違うので、当事者性を余りにも強く出し過ぎて引かれてい

るのでは。パートナーシップが出来ていないのではないかと思う。当事者が参加する

と「要望を言う」というイメージを持たれているのは心外なので、それが転換できる

ような場が無いと、これからも同じようなことが起きると思う。 

 ・区協議会に行ったことがないので、どんなことが話されているか分からない。 

 ・障害当事者が参加する、しないでこんな議論しているのが、日本の福祉の現状。 

 ・川崎市は、区協議会に当事者が参画しており、その代表者が全体会に出席する形にな

っている。 

 ・大阪市は、ひとつひとつ区が独立して活動している。 

 ・参加するなら堺市協議会のルールがあるので、それに従う必要があると思う。 

 

【事務局から】 

 ・これまでの区協議会は、独自性を持って活動してきた全区がやり方を統一して活動す

るとなると、これまでのやり方と大きく異なる。 

 ・当事者が委員として参加するとしても、他の委員と同じでテーマによっては、発言で

きないこともある。 

 ・以上のことを理解した上でないとお互いがしんどい思いをしてしまうと思う。 

 

【会長から】 

 ・呼ばれてゲスト参加するのと、講師として参加するのと、毎月委員として参加するの

とでは、全然違うこと。 

 ・住んでいるところだけではなくて、テーマによって他区へ参加したいこともある。 

 ・当事者と一緒になってやっていこうという気持ちは全区あるが、やり方が異なる現状

であること。 

 ・当事者部会が出来て８年が経つ堺市でさえも、支援者が作っている区協議会に当事者

が１～２名参加するとなると大事になって、色んなズレが出てきてしまう状況であり、

それを分かったうえで、当事者部会から参加するにしても、特別に声かけがあるわけ

でもなく、他のメンバーと同じ扱いとなること。 

 ・当事者が参加することが想定されていない状況であること。 

 ・以上の状況の中で、当事者部会として「区協議会の参加について話しあった」という

報告を市協議会しても良いが、当事者部会の意見として「全面的に受け入れてくださ

い。」と、市協議会で言うのは、違うような気がする。 
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● ブログについて 

【委員から】 

 ・ブログの更新を行った。１２月の忘年会の様子を掲載している。 

 ・１１月茨木市福祉フェスタに講師派遣した様子を今後、掲載したい。 

 

● その他 

【事務局から】 

 ・当事者部会の公募要領について 

  ・資料に沿って改正案の説明を行った。次回の市協議会で了承を得て、今回の委員公

募から使いたい。 

   ⇒・当事者部会委員から了承を得た。 

 

【事務局補助から】 

 ・計画相談のパンフレットについて 

  ・区の相談窓口や相談支援事業所などで、当事者に「計画相談」をわかりやすく説明

するためにパンフレットを作成する予定。 

  ・次回の当事者部会で案を提出するので、意見を欲しい。 

   ⇒・茅原委員に事前送付し、意見を反映させたものを次回提出することとなった。 

 

● 次回 障害当事者部会 

 ２月２４日（水）１４：００～１６：００ 堺市総合福祉会館 ５階 第２研修室 

 


